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　日本海岸側のメロンロードを走るとクロマツなどの
木々が立ち並び、たてかけた屏風に見える様子からこの
地は屏風山と名づけられました。
　かつては不毛の地で潮風や飛砂により耕地は荒れ果
て、人々は苦しみました。1682年砂丘に植林する事業
が始まり、飛砂の被害は少なくなりましたが、飢饉によ
る木の伐採・販売によって再度、田畑は荒廃してしまい
ます。繰り返し行われた植林事業の末、多くの耕地が開
かれ、現在ではつがるブランドのメロン、スイカ、ゴボウ、
ナガイモをはじめとした高品質な農産物の産地となって
います。この豊かな恵みは先人たちの努力の賜物であり、
大切な財産です。

つがる物語
屏風山防風・防砂保安林

メロンロード
（木造、車力地区）
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令和元年第１回つがる市議会定例会　17日間　6月3日～6月19日
　　　今定例会の議案は　　　市長提出議案・・・・・31件（うち追加3件）
　　　　　　　　　　　　  議員発議・・・・・・・  1件
　　　　　　　　　　　　  諮問・・・・・・・・・  1件
　　　　　　　　　　　　  陳情・・・・・・・・・  2件
　　　　　　　　　　　　各議案と議決結果をお知らせします。

◎は全会一致　

番号 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

1号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(平成30年度つがる市一般会計補正予算（第８号）） ◎ 承認

2号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(平成30年度つがる市農業集落排水事業特別会計補正予算（第５
号）） ◎ 承認

3号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平成30年度つがる市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）） ◎ 承認
4号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(平成30年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第６号）） ◎ 承認
5号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平成30年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第６号）） ◎ 承認
6号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(平成30年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第５号）） ◎ 承認
7号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(令和元年度つがる市一般会計補正予算（第１号）） ◎ 承認
8号 令和元年度つがる市一般会計補正予算(第２号)案 ◎ 可決
9号 令和元年度つがる市農業集落排水事業特別会計補正予算(第１号)案 ◎ 可決
10号 令和元年度つがる市公共下水道事業特別会計補正予算(第１号)案 ◎ 可決
11号 令和元年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算(第１号)案 ◎ 可決
12号 令和元年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)案 ◎ 可決
13号 令和元年度つがる市介護保険特別会計補正予算(第１号)案 ◎ 可決

条例

14号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(つがる市税条例及びつがる市税条例等の一部を改正する条例の一
部を改正する条例） ◎ 承認

15号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(つがる市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関
する条例の一部を改正する条例） ◎ 承認

16号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(つがる市過疎地域における固定資産税の特別措置に関する条例の
一部を改正する条例） ◎ 承認

17号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(つがる市承認地域経済牽引事業のために設置される施設に係る固
定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例） ◎ 承認

18号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(つがる市地方活力向上地域に係る固定資産税の特別措置に関する
条例の一部を改正する条例） ◎ 承認

19号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(つがる市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ◎ 承認
20号 つがる市行政財産使用料条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
21号 つがる市消防手数料条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
22号 つがる市火災予防条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
23号 つがる市漁港管理条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
24号 つがる市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
25号 つがる市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
26号 つがる市都市公園条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
27号 つがる市介護保険条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

その他
28号 筒木坂辺地及び丸山辺地に係る公共的施設の総合整備計画案 ◎ 可決
29号 工事の請負契約の件(つがる市北消防署建設工事） ◎ 可決
30号 工事の請負契約の件(つがる市地球村温泉棟建設工事） ◎ 可決

予算 31号 令和元年度つがる市一般会計補正予算(第３号)案 ◎ 可決
諮問 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件 ◎ 適任

陳情
陳情 1号 柔道競技場(練習場)に関する要望書 ◎ 採択
陳情 3号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について(ご依頼） ◎ 採択

議員発議
発議 1号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書(案） ◎ 可決
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諮 
問

　

◎��

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
の
件

　

諮
問
第
１
号

　
　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　

次
の
方
を
適
任
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

小お
が
さ
わ
ら

笠
原
金か
ね
み美

さ
ん　

（
再
任
・
木
造
）

　
　
　
　

葛か
さ
い西　

弘ひ
ろ
か
ず和
さ
ん　

（
再
任
・
木
造
）

　
　
　
　

任
期　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で

3

提
出
さ
れ
た
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
案
第
14
号　
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を

求
め
る
の
件

専
決
第
５
号　
つ
が
る
市
税
条
例
及
び
つ
が
る
市
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

◇
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
２
０
０
８
年
に
創
設
さ
れ
、

自
分
が
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
を
し
て
希
望
を
す

れ
ば
、
返
礼
品
が
届
く
制
度
で
す
。

　

�　

し
か
し
、
年
々
寄
附
額
が
拡
大
し
、
多
く
の
寄
附
を

集
め
よ
う
と
自
治
体
間
の
競
争
が
激
化
。
商
品
券
な
ど

の
換
金
性
の
高
い
も
の
が
出
て
き
た
た
め
、
総
務
省
は

過
度
な
返
礼
品
競
争
は
本
来
の
主
旨
か
ら
外
れ
る
と
し

て
強
制
力
の
あ
る
法
律
に
改
正
し
、
ル
ー
ル
化
し
ま
し

た
。

　

�

◎
総
務
大
臣
が
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上

で
、
次
の
基
準
す
べ
て
に
適
合
し
た
地
方
団
体
を
ふ
る

さ
と
納
税
（
特
例
控
除
）
の
対
象
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　
　

①�

寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に
実
施
す
る
地
方
自
治
体

　
　

②�

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
返
礼
割
合
を
３
割
以
下
と

し
、
地
場
産
品
と
す
る
。

問　

今
ま
で
返
礼
品
に
関
し
て
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
な

💡　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

令
和
元
年
６
月
１
日
施
行

※
指
定
さ
れ
な
い
自
治
体
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ

い
て
は
、
特
例
控
除
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

最
大
40
万
円

●

1
年
目

２
年
目

3
年
目

4
年
目

5
年
目

6
年
目

7
年
目

8
年
目

9
年
目

10
年
目

11
年
目

12
年
目

13
年
目

1

か
っ
た
の
か
。

答　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
総
務
省
は
過
度
な
返
礼
品
を
用
意
し
て
い
る
自
治
体

に
対
し
指
導
し
て
き
た
が
、
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

法
律
改
正
に
至
っ
た
。　

問　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
の
影
響
は
。

答　
市
の
返
礼
割
合
は
以
前
か
ら
３
割
以
下
と
し
て
い
る
た

め
、
影
響
は
な
い
。

　

�

◇
マ
イ
ホ
ー
ム
を
消
費
税
率
10
％
で
取
得
し
、
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
入
居
し

た
場
合
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
期
間

が
13
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
（
現
行
は
10

年
ま
で
）。

　
�　

た
だ
し
、
11
年
目
以
降
３
年
分
の
控

除
額
は
消
費
税
が
引
き
上
げ
に
な
っ
た

分
（
２
％
）
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

　ローン残高（最大4,000万円）の１％
（最大40万円）を10年間、所得税から
控除。所得税で控除しきれない分は住
民税からも一部控除。

　控除期間を３年延長
消費税率２％引上げの負担に着目し、

建物購入価格の２％ (2/3％×３年間)の範囲で減税

拡充措置（３年延長）

【住宅ローン控除拡充のイメージ】

2 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
拡
充
さ
れ
ま
す

平
成
31
年
４
月
１
日
施
行
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問　
市
で
は
戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式

を
実
施
し
て
い
る
が
、
遺
族
の
高
齢
化
に
よ

り
参
列
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
戦
争
で
の

出
来
事
を
風
化
さ
せ
ず
、
伝
承
す
る
た
め
に

も
若
い
世
代
を
取
り
込
ん
だ
式
典
に
し
て
は

ど
う
か
。

答　
戦
争
を
知
ら
な
い
次
世
代
に
も
戦
争

の
記
憶
と
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
は

大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
市
で
は
毎
年
、

戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
市
遺
族
会
会
員
の
減
少
に
伴
い
、

式
典
へ
の
出
席
者
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
議

員
ご
提
案
の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
若
い
世

代
や
一
般
の
方
々
が
多
く
参
列
で
き
る
よ
う

な
式
典
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば

遺
族
会
が
若
返
り
を
図
り
な
が
ら
様
々
な
立

場
、
組
織
の
方
々
の
協
力
を
得
て
式
典
の
運

営
、
啓
蒙
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
お
の
ず
と

若
い
世
代
や
一
般
の
参
加
者
の
増
加
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
を
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
、
式
典
に

多
く
の
方
が
参
列
で
き
る
よ
う
に
遺
族
の
方

の
活
動
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
菰
槌
集
落
に
群
生
し
て
い
る
水
芭
蕉

は
春
ま
つ
り
期
間
中
に
最
盛
期
を
迎
え
て
見

事
な
光
景
で
あ
る
。
是
非
こ
れ
を
観
光
名
所

に
指
定
し
、
県
内
外
の
誘
客
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

答　
群
生
地
は
私
有
地
と
国
有
地
か
ら

な
っ
て
い
る
こ
と
や
周
辺
の
道
路
が
狭
く
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス

に
課
題
が
あ
る
た
め
、
観
光
名
所
と
し
て
指

定
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問　
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
と
あ
わ
せ
て
水
芭

蕉
の
保
存
や
群
生
地
周
辺
の
整
備
に
力
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
水
芭
蕉
を
掲
載
で
き
な
い
か
。

答　
来
年
の
開
花
状
況
や
規
模
、
全
体
的

な
景
観
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　
身
寄
り
の
な
い
方
や
生
活
保
護
者
の

墓
地
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答　
身
寄
り
の
な
い
方
は
市
内
の
寺
院
の

無
縁
墓
地
に
納
骨
し
（
実
績
な
し
）、
生
活

保
護
者
の
方
は
自
身
や
身
内
の
墓
地
に
納
骨

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
身
寄
り
の
な
い

生
活
保
護
者
は
市
内
の
寺
院
の
無
縁
墓
地
に

納
骨
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
平
成
28
年

実
績
１
件
）。

問　
子
ど
も
や
孫
に
よ
る
管
理
を
不
要
と

す
る
合
葬
墓
な
ど
を
検
討
す
る
時
期
が
来
た

の
で
は
な
い
か
。

答　
合
葬
墓
は
生
前
に
申
込
み
が
可
能
で

遺
族
等
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
の
理
由

や
身
寄
り
の
な
い
方
な
ど
全
国
的
に
需
要
が

増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
合
葬
墓
の
建
設
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
十

分
に
精
査
し
、
必
要
性
に
つ
い
て
検
証
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　
お
墓
の
継
承
な
ど
不
安
を
抱
え
て
い

る
高
齢
者
は
多
い
こ
と
か
ら
、
身
寄
り
の
な

い
遺
骨
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
寺
院
等
の
情

報
を
広
報
な
ど
で
周
知
で
き
な
い
も
の
か
。

答　
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　
地
域
内
交
通
の
利
用
者
数
は
。

答　
地
域
内
交
通
は
弘
南
バ
ス
路
線
の
廃

止
に
伴
い
、
市
民
の
通
学
な
ど
の
交
通
手
段

と
し
て
導
入
し
、
吹
原
線
、
柏
線
、
下
繁
田

再
賀
線
の
３
路
線
を
そ
れ
ぞ
れ
１
日
３
往
復
、

６
便
運
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
ま
で
の

７
カ
月
間
の
利
用
状
況
は
吹
原
線
が
８
３
１

人
（
１
日
あ
た
り
5.8
人
）、
柏
線
は
１
１
１

９
人
（
１
日
あ
た
り
7.8
人
）、
下
繁
田
再
賀

線
４
７
０
人
（
１
日
あ
た
り
3.3
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問　
利
用
者
が
少
な
い
要
因
は
。

答　
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、

こ
の
地
域
内
交
通
は
廃
止
に
な
っ
た
路
線
を

つ
な
ぐ
も
の
で
乗
り
換
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　
本
年
10
月
か
ら
運
行
さ
れ
る
デ
マ
ン

ド
交
通
は
フ
リ
ー
区
間
を
設
定
す
る
な
ど
市

民
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
交
通
形
態
に

し
て
ほ
し
い
。

答　
新
た
な
交
通
手
段
の
導
入
に
向
け
て

調
査
し
て
お
り
、
予
約
制
で
定
時
定
路
型
ま

た
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
な
ど
検
討
し
、
よ
り

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

五
い つ わ か い

和会　成
な り た

田　克
か つ こ

子

●�

戦
没
者
追
悼
式
典
に若

い
世
代
を

●�

水
芭
蕉
群
生
地
を

名
所
指
定
し
て
は

五
い つ わ か い

和会　長
は せ が わ

谷川 榮
え い こ

子

●
合
葬
墓
の
整
備
を

検
討
す
べ
き
で
は

●
地
域
内
交
通
の
利
用
状
況
は

4
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問　
６
次
産
業
化
や
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
加
工
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
加
工
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
等
の
調
査

に
よ
る
と
地
域
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
る

と
の
意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き

各
施
設
の
状
況
を
把
握
し
、
利
用
者
と
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
整
備
も
含
め
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　問　

柏
直
売
所
駐
車
場
を
拡
張
し
、
あ
わ

せ
て
加
工
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
場
合
、
地

方
創
生
交
付
金
を
活
用
で
き
る
も
の
か
。

答　
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
は
運
営

戦
略
や
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
利
活
用
方
策

が
明
確
に
さ
れ
、
地
方
創
生
へ
の
波
及
効
果

が
十
分
期
待
で
き
る
施
設
か
ど
う
か
で
判
断

さ
れ
ま
す
。

問　
活
用
で
き
る
遊
休
公
共
施
設
は
あ
る

か
。
ま
た
、
解
体
計
画
は
あ
る
か
。

答　
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
る
施

設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
ほ
か
、
補
強
、
修
繕
に
は
多
額

の
費
用
が
想
定
さ
れ
、
活
用
で
き
る
施
設
は

な
い
状
況
で
す
。
具
体
的
な
解
体
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
財
政
負
担
が
少
な
い
方
法
を

模
索
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
柏
地
区
に
住
宅
用
地
を
求
め
る
若
い

夫
婦
の
声
を
多
く
聞
く
。
柏
公
民
館
や
柏
分

遣
所
を
解
体
し
、
宅
地
分
譲
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
て
は
。
ま
た
、
柏
ロ
マ
ン
荘
周
辺
は

施
設
が
多
く
、
駐
車
場
不
足
で
あ
る
た
め
、

周
辺
の
遊
休
地
を
駐
車
場
に
整
備
で
き
な
い

か
。

答　
今
後
の
各
種
事
業
計
画
策
定
に
あ
た

り
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
木
造
新
田
発
祥
の
地
の
位
置
づ
け
は
。

答　
津
軽
藩
主
為た

め
の
ぶ
こ
う

信
公
と
縁
が
あ
る
木
造

新
田
開
発
発
祥
の
地
は
旧
柏
村
の
地
名
の
起

源
で
あ
る
柏
の
木
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
古
木
等
保
存
管
理
業
務
と
し
て
下
草

刈
り
、
薬
剤
散
布
及
び
剪
定
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
豊
か
な

田
園
風
景
は
こ
の
新
田
開
発
の
賜
物
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　
老
朽
化
し
て
い
る
説
明
看
板
を
修
繕

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の
歴
史
的
景
観
を

も
っ
と
活
用
し
、
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方

法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
修
繕
に
つ
い
て
早
急
に
対
応
し
、
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
（
仮
称
）
第
二
津
軽
大
橋
の
工
事
完

成
時
期
は
。

答　
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
交
流
ふ
れ

あ
い
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
整
備
事
業
で
五
所
川

原
車
力
線
の
一
部
区
間
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。
平
成
13
年
度
に
事
業
着
手
し
、
今
年

度
供
用
開
始
の
予
定
で
し
た
が
、
中
泊
側
の

道
路
と
交
差
し
て
い
る
農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
沈
下
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
対
策
工
事

等
が
必
要
と
な
り
、
令
和
２
年
の
春
か
ら
夏

頃
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

問　
橋
梁
工
事
の
遅
延
理
由
は
。　

答　
震
災
そ
の
他
事
業
に
よ
り
国
の
予
算

配
分
が
で
き
な
か
っ
た
ほ
か
、
軟
弱
地
盤
に

よ
っ
て
日
数
や
工
事
費
を
要
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

問　
下
車
力
農
道
の
改
修
工
事
を
早
急
に

で
き
な
い
か
。

答　
対
象
の
農
道
は
改
修
区
間
が
長
く
、
費

用
も
か
か
る
た
め
、
県
に
よ
る
改
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
国
の
予
算
不
足
等
に
よ
り

事
業
採
択
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
今

後
も
国
や
県
な
ど
に
対
し
、
早
期
の
実
施
に

向
け
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
風
力
発
電
工
事
の
固
定
資
産
税
額
は
。

答　
現
在
２
事
業
者
が
建
設
中
で
、
つ
が

る
南
風
力
発
電
所
で
は
風
力
発
電
設
備
を
11

基
、
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
つ
が
る
発
電
所
で

は
38
基
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
令
和
２
年
４
月
か
ら
供
用
開
始
の
見
込
み

で
す
。
な
お
、
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
正
確
な
額
は
不
明
で
す
が
、

事
業
者
の
試
算
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
22
年

度
ま
で
の
20
年
間
で
総
額
50
億
円
程
度
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

問　
去
年
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
牛
潟
地
区

の
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　
事
故
が
発
生
し
た
際
は
交
通
安
全
対

策
協
議
会
な
ど
に
よ
る
交
通
対
策
検
証
会
議

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
信
号
機
は
県
公
安
委

員
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
牛
潟
地

区
に
つ
い
て
は
交
通
量
等
か
ら
信
号
機
の
設

置
は
難
し
い
と
の
こ
と
か
ら
、
運
転
手
に
対

す
る
注
意
喚
起
と
し
て
一
時
停
止
標
識
の
改

良
や
交
差
点
の
破
線
お
よ
び
十
字
マ
ー
ク
を

早
急
に
対
処
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
事

故
多
発
現
場
や
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
に
つ

い
て
は
、
信
号
機
設
置
を
含
め
た
最
善
の
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
い つ わ か い

和会　田
た な か

中　　透
とおる

●
加
工
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

●�

遊
休
地
を
計
画
的
に活

用
し
て
は

●�

木
造
新
田
発
祥
の
地
を

活
用
し
て
は

五
い つ わ か い

和会　秋
あ き た や

田谷 建
たてゆき

幸

●��

（
仮
称
）
第
二
津
軽
大
橋
の

工
事
の
遅
延
理
由
は

●
風
力
発
電
工
事
の
現
況
は

●
適
切
な
交
通
安
全
対
策
を
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問　
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
空
家
（
＝
特

定
空
家
）
の
対
策
状
況
は
。

答　
空
家
の
発
生
予
防
、
適
正
管
理
の
促
進

な
ど
を
目
的
と
し
た
つ
が
る
市
空
家
等
対
策

計
画
を
本
年
４
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
特
定

空
家
に
つ
い
て
は
空
家
等
対
策
検
討
委
員
会

に
お
い
て
検
討
、
協
議
し
、
そ
の
中
で
対
策

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
助
言
、
指

導
お
よ
び
勧
告
等
の
手
続
き
を
経
て
、
行
政

代
執
行
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
等
の

不
明
な
家
屋
は
最
終
的
に
略
式
代
執
行
が
可

能
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
家
の
状
況
に
応

じ
て
緊
急
性
や
公
益
性
等
を
十
分
考
慮
し
な

が
ら
空
家
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
特
定
空
家
の
所
有
者
に
対
し
、
助
言
、

指
導
で
改
善
さ
れ
ず
、
勧
告
に
至
っ
た
ケ
ー

ス
は
あ
っ
た
か
。

答　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
施
行
以
前
の
つ
が
る
市
空
家
条
例
に

お
い
て
、
４
件
の
勧
告
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
５
月
の
特
別
措
置
法
施
行
後
は
法

に
基
づ
い
た
厳
格
な
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
勧
告
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　
勧
告
を
受
け
た
場
合
、
固
定
資
産
税

が
高
く
な
る
と
の
こ
と
だ
が
税
額
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
か
。

答　
特
定
空
家
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
固

定
資
産
税
の
住
宅
用
地
の
特
例
が
適
用
さ
れ

ず
、
固
定
資
産
税
が
最
大
で
６
倍
に
な
る
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

問　
市
の
職
員
は
合
併
以
来
、
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
が
、
業
務
に
支
障
は
な
い
か
。

ま
た
、
災
害
時
の
対
応
は
大
丈
夫
か
。

答　
職
員
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
早

期
退
職
制
度
の
実
施
や
新
規
採
用
の
一
部
見

送
り
な
ど
実
施
し
た
結
果
、
職
員
数
は
合
併

当
初
の
７
６
８
人
か
ら
３
５
８
人
減
の
４
１

０
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
職
員
の

大
幅
削
減
に
よ
る
業
務
へ
の
支
障
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
職
員
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
ほ
か
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
持
っ

た
再
任
用
職
員
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
職
員
定
数
の
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
規

模
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
消
防
団
、
自

衛
隊
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機

関
と
密
接
に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体

間
で
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
近
年
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故

が
相
次
い
で
お
り
、
市
と
し
て
も
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
の
免
許
返
納
に
関
し
て
対
応
す
べ
き

で
は
。

答　
新
た
な
交
通
手
段
の
導
入
に
向
け
て

調
査
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
利
便
性
、
満
足

度
の
向
上
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
費
用
対
効

果
も
考
慮
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
高
校
生
の
通
学
バ
ス
定
期
券
を
助
成

で
き
な
い
か
。

答　
通
学
支
援
補
助
に
つ
い
て
は
公
平
性

の
観
点
か
ら
路
線
バ
ス
に
限
ら
ず
、
鉄
道
や

自
家
用
車
の
費
用
に
つ
い
て
も
考
慮
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は

継
続
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
財
源
の
確
保

の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
中
で
の
通
学
費
用

へ
の
補
助
は
難
し
い
状
況
で
す
。

問　
充
実
し
た
医
療
体
制
の
構
築
に
向
け

て
、
市
と
し
て
も
独
自
に
医
師
を
確
保
す
る

取
り
組
み
を
し
て
は
。

答　
市
で
は
弘
前
大
学
か
ら
継
続
的
な
医

師
を
確
保
す
る
た
め
、
つ
が
る
西
北
五
広
域

連
合
を
通
じ
て
要
請
し
、
市
民
診
療
所
に
お

い
て
は
本
年
４
月
か
ら
一
般
内
科
常
勤
医
師

が
１
名
増
員
と
な
っ
て
３
名
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
医
師
不
足
の
解
消
策
と
し
て

青
森
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
主
体

と
な
っ
て
医
師
修
学
資
金
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
弘
前
大
学
医
学
部

に
入
学
す
る
本
県
出
身
者
に
修
学
資
金
を
貸

与
す
る
制
度
で
卒
業
後
、
県
内
の
指
定
医
療

機
関
に
医
師
と
し
て
一
定
期
間
勤
務
す
る
こ

と
で
修
学
資
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。
市
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
か
ら

負
担
金
と
し
て
74
万
円
程
支
出
し
て
い
ま
す
。

問　
農
業
の
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
す
る
た
め
の

環
境
整
備
の
考
え
は
。

答　
自
動
運
転
な
ど
の
農
業
機
械
が
導
入

し
や
す
い
環
境
整
備
と
し
て
、
精
度
の
高
い

固
定
基
地
局
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　
圃ほ
じ
ょ
う場
の
排
水
性
を
高
め
る
暗あ
ん
き
ょ渠
工
事

の
見
通
し
は
。

答　
西
津
軽
土
地
改
良
区
が
主
体
と
な
っ

て
暗
渠
排
水
事
業
に
よ
る
更
新
、
整
備
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
に
国
の
事

業
見
直
し
に
伴
う
補
助
金
単
価
の
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
計
画
ど
お
り
の
施
工
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
市
単
独
の
補
助
金
を
交
付

し
な
が
ら
農
家
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
国
、

県
に
対
し
て
も
要
望
し
て
い
ま
す
。
年
度
内

に
は
工
事
面
積
を
拡
大
し
、
全
域
の
暗
渠
排

水
工
事
が
早
期
に
完
了
す
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

絆
き し ん か い

心会　野
の ろ

呂　　司
つかさ

●�

特
定
空
家
対
策
の
進
捗
状
況
は

●
市
の
職
員
数
は
適
正
か

絆
き し ん か い

心会　齊
さいとう

藤　　渡
わたる

●
交
通
網
の
整
備
を
中
心
と
し
た

医
療
・
教
育
環
境
の
充
実
を

●
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
を

6
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問　
地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て
今
後
の
計

画
は
。

答　
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

成
果
や
課
題
を
調
査
・
分
析
す
る
な
ど
次
期

総
合
戦
略
策
定
の
準
備
を
し
ま
す
。
具
体
的

に
は
国
か
ら
示
さ
れ
る
次
期
総
合
戦
略
の
基

本
方
針
お
よ
び
県
の
総
合
戦
略
を
勘
案
す
る

ほ
か
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

に
よ
り
、
広
く
市
民
の
意
見
や
各
分
野
の

方
々
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
前
回
の
総
合

戦
略
の
課
題
を
克
服
し
、
市
に
適
し
た
施
策

を
提
案
し
な
が
ら
次
期
総
合
戦
略
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
人
口
増
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
柏

地
区
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
周
辺
に
宅
地
分
譲
す

る
用
地
等
を
整
備
で
き
な
い
か
。　
　

答　
宅
地
分
譲
の
用
地
整
備
は
住
宅
の
建

設
に
伴
い
、
人
口
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
状
で
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸
ア
パ
ー

ト
建
設
に
対
し
て
補
助
し
て
お
り
、
基
本
的

に
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
宅
地
整
備
が
進
ま
な
い
場
合
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
財
政
運
営
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
財
政
状
況
を
示
す

各
指
数
は
今
後
危
険
水
域
に
達
し
な
い
か
。

答　
実
質
公
債
費
比
率
は
地
方
債
発
行
の

際
に
国
の
許
可
が
必
要
に
な
る
18
％
は
超
え

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
大
型
事
業
で
あ
る
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
や
総
合
体
育
館
建
設
の

ほ
か
、
地
方
交
付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

た
め
15
％
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
３

５
０
％
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化
基
準
と
な

り
ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
１
８
０
％
を
超

え
る
こ
と
は
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

度
に
お
い
て
88
．
２
％
で
あ
り
、
県
内
10
市

の
中
で
一
番
低
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
開
設
３
周
年
を
迎
え
る
市
立
図
書
館

で
は
記
念
行
事
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答　
３
周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
講
演

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
読

み
聞
か
せ
隊
な
ど
に
よ
る
お
は
な
し
会
や
回

顧
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問　
図
書
館
の
改
善
点
は
あ
る
か
。

答　
郷
土
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
蔵

書
数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
ほ
か
、

広
報
活
動
に
つ
い
て
も
改
善
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
館
者
対
象
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

五
い つ わ か い

和会　伊
い と う

藤　良
りょうじ

二

●
人
口
増
対
策
の
状
況
は

●
市
の
財
政
状
況
は

●
図
書
館
の
改
善
点
は
あ
る
か　

等

7

報 告 会
レポート

航空自衛隊
車力分屯基地
米陸軍車力通信所
活動報告会

【全国市議会議長会表彰】

　 平 成31年 ４ 月
22日、 車 力 分 屯
基地と米陸軍車力
通信所から７人が
来庁し、平川豊議
長、小笠原忍副議
長、山本清秋基地
対策特別委員会委
員長らに活動報告
をしました。
　また、米軍関係
者と市民の交流を
はじめ、市民生活
の安定対策に係る
課題や協力事項に
ついて意見を交わ
しました。

　令和元年度全国市議会議長会の総会にお
いて、永年にわたり地方自治の発展に寄与
した功績により表彰され、６月定例会閉会
日、議場において表彰状が伝達されました。

◆20年表彰　　伊藤　良二議員
◆15年表彰　　成田　克子議員

 左から伊藤良二議員、平川豊議長、成田克子議員
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議
案
第
１
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を

求
め
る
の
件

専
決
第
10
号　

平
成
30
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金

△
６
０
万
６
千
円　

木き
む
ら村　
良よ
し
ひ
ろ博　
委
員　

問　
こ
の
事
業
内
容
は
。
今
後
も
継
続

す
る
予
定
か
。

答　
こ
れ
は
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む

団
体
や
個
人
に
対
し
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
や
商
談
会
な
ど
の
経
費
を
補

助
す
る
も
の
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
２
団
体
、
商
談
会
に
つ
い
て
は
３
団
体

の
実
績
が
あ
っ
た
。
今
後
も
６
次
産
業
化

の
推
進
を
図
る
た
め
継
続
し
て
い
く
。

　

つ
が
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
起
業
支
援

　
事
業
補
助
金

△
３
０
万
円　

佐さ

さ

き
々
木　
敬け
い
ぞ
う藏　

委
員　

問　
事
業
内
容
と
実
績
は
。

答　
大
都
市
圏
の
居
住
者
が
つ
が
る
市

に
移
住
し
て
起
業
し
た
際
に
補
助
す
る
事

業
で
、
実
績
は
な
か
っ
た
。

　

消
防
施
設
費

△
８
１
８
万
円　

成な
り
た田　

　
博ひ
ろ
し　

委
員　

問　
北
消
防
署
建
設
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
女
性
消
防
士
の
受
け
入
れ
体
制
は
あ

る
か
。

答　
工
事
請
負
契
約
の
議
決
後
建
設
を

開
始
し
て
、
工
期
は
来
年
６
月
末
ま
で
を

予
定
し
、
９
月
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

車
力
出
張
所
や
避
難
場
所
を
備
え
た
複
合

施
設
で
あ
り
、
女
性
消
防
吏
員
は
い
な
い

が
、
今
後
、
女
性
を
採
用
し
た
場
合
に
対

応
で
き
る
よ
う
北
消
防
署
と
稲
垣
分
遣
所

に
女
性
専
用
の
仮
眠
室
な
ど
の
設
備
を
整

備
す
る
。

　

海
岸
漂
着
物
等
地
域
対
策
事
業
費

　
補
助
金

４
８
５
万
３
千
円　

齊さ
い
と
う藤　
　
渡わ
た
る　
委
員　

問　
市
民
の
治
安
を
脅
か
す
よ
う
な
事

案
な
ど
あ
っ
た
か
。

答　
10
件
の
漂
着
船
が
あ
っ
た
が
、
乗

船
者
は
お
ら
ず
、
危
険
物
の
搭
載
も
な

か
っ
た
。

議
案
第
３
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を

求
め
る
の
件

専
決
第
12
号

平
成
30
年
度
つ
が
る
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

事
業
費

△
７
７
９
２
万
１
千
円　

佐さ

さ

き
々
木　
直な
お
み
つ光　
委
員　

問　
人
口
減
少
が
進
み
、
地
域
に
人
が

い
な
く
な
る
と
下
水
道
事
業
の
存
続
が
難

し
く
な
る
の
で
は
。
事
業
自
体
の
見
直
し

は
考
え
て
い
る
か
。

答　
現
在
の
計
画
で
は
蓮
川
お
よ
び
柴

田
地
区
の
整
備
を
進
め
、
未
着
手
で
あ
る

森
田
、
菰
槌
、
川
除
、
筒
木
坂
、
中
田
、

相
野
地
区
に
つ
い
て
は
合
併
処
理
浄
化
槽

に
よ
る
個
別
処
理
が
効
果
的
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。
事
業
自
体
の
見
直
し
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

議
案
第
４
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を

求
め
る
の
件

専
決
第
13
号

平
成
30
年
度
つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

出
産
育
児
一
時
金

△
１
０
０
９
万
６
千
円　

成な
り
た田　
克か
つ
こ子　
委
員　

問　
減
額
し
た
理
由
は
。

答　
過
去
５
年
間
の
実
績
の
平
均
を
勘

案
し
て
50
件
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
26
件

と
実
績
が
少
な
か
っ
た
た
め
。

問　
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
子

育
て
支
援
策
の
拡
充
が
必
要
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

答　
財
源
の
確
保
も
し
な
が
ら
今
後
、
総

合
戦
略
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

議
案
第
８
号

令
和
元
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
案

　

道
の
駅
も
り
た
施
設
費

　
備
品
購
入
費

１
４
８
９
万
１
千
円　

伊い
と
う藤　

良り
ょ
う
じ二　

委
員　

問　
詳
細
な
説
明
を
。

答　
合
併
前
、
旧
森
田
村
に
お
い
て
整

備
し
て
い
た
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
が
老
朽
化

に
よ
り
、
修
理
で
の
対
応
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
た
め
、
更
新
す
る
も
の
で
あ
り
、

あ
わ
せ
て
消
費
税
軽
減
税
率
対
応
の
レ
ジ

ス
タ
ー
も
購
入
す
る
。

問　
売
り
上
げ
に
対
す
る
設
備
費
が
高

い
よ
う
に
思
う
が
、
妥
当
な
金
額
か
。

答　
道
の
駅
も
り
た
は
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観

光
情
報
の
発
信
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
を

備
え
た
拠
点
施
設
で
あ
る
。
冷
蔵
庫
は
公

共
の
備
品
で
あ
り
、
安
心
し
て
農
産
物
・

食
材
を
提
供
す
る
た
め
に
も
購
入
に
つ
い

て
は
妥
当
な
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会

平
成
30
年
度
補
正
予
算
・
令
和
元
年
度

補
正
予
算
案
の
審
査
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

委
員
長佐さ

と
う藤　

孝た
か
し志　
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提出された陳情は以下のようになりました

陳情名 陳情内容 陳情者 委員会の意見・結果 結果

第１号
柔 道 競 技 場
(練習場)に関
す る 要 望 書

新体育館建設計画では剣道
場と柔道場の併設使用を予
定しているが、必要に応じ
て柔道場の全面使用が可能
となるように追加畳を要望
する

青森県柔道連盟
会長　笹木正信

（教育民生常任委員会付託）
今後、詳細を協議していく中
で新体育館がより活用される
ように議論することが必要と
考えられるため採択すべき

採択

第３号
新たな過疎対
策法の制定に
関する意見書
の提出につい
て（ご依頼）

現行の過疎地域自立促進特
別措置法は令和３年３月末
で失効するため、引き続き
総合的な過疎対策を充実強
化する内容の意見書を関係
機関へ提出するよう要望す
る

全国山村過疎
地域振興連盟

支部長
山田　年伸

（総務常任委員会付託）過疎
対策事業債は公共施設の整備
やソフト事業に活用されてお
り、市にとっては重要な財源
であるため、これを採択し、
意見書案を本会議に提出する

採択

議員発議
■新たな過疎対策法の制定に関する意見書(案）
　令和３年３月末をもって失効となる過疎地域自立促進特別措置法は、
過疎地域における生活環境の整備や産業の振興に一定の成果を上げてい
る。今後も引き続き総合的な過疎対策を充実強化させることが必要であ
るため、新たな過疎対策法の制定を強く要望する。

　この意見書案は全会一致で可決され、議長名で総理大臣ほか関係行政
庁へ送付されました。

総務常任委員会

委員長 田
た な か

中　　透
とおる

　国などに「思い」を伝える意見書

　議会は当該自治体の公益に関する事件について、国会または関係行政

庁に意見書を提出することができます（地方自治法第99条）。

　議会が持つ権限や機能は、その自治体について発揮されますが、いくら自治体の利害に関す

ることであっても国や県の権限であるものについては、議会の権限外であるため、直接的には

手を下すことができません。

　ただ、国会や関係行政庁に対して、「わが自治体のために、〇〇〇をしてほしい」、または「〇

〇〇をすべきだ」という思いを意見書という形で伝えることができます。

意見書とは…

発議第１号



第62号－つがる市議会だより 10

認知症サポーター養成講座を受講

　認知症の人と接するときの心構え
① 　「認知症の本人には自覚がない」というのは間

違い。
② 　認知症により人格が変わってしまったのではな

く、病気によって行動や心理状態が変えられてい
る。

③ 　正しく接することで、今の生活をより長く続け
ることが可能。

　6月3日、議員らは市役所で行われた認知症サポーター
養成講座に参加。これは、認知症に対する正しい知識と
理解を深め、地域で認知症の人やその家族に対して、で
きる範囲の手助けをする認知症サポーターを養成するも
の。市キャラバンメイト「ロバの会」の６人が講師を務
めた。
　まず初めに、認知症の種類や症状などを説明したほか、
財布をなくした高齢者が身近な人を疑うなどの事例を寸
劇で再現。認知症の人への対応として、自尊心を傷つけ
ないようすることが重要で恥をかかせないように、また、
自信をなくすような言葉は避けることが必要だと話され
た。認知症は誰にでも起こりうる病気で、正しい知識を
持って予防・対処することが必要だと強く感じた。この
経験を活かして議員活動につなげてまいりたい。

「つがるブランド（農産物）推進事業の取組みについて」
　　５月９日、徳島県阿南市議会
　　　　　　（産業経済委員会、７人）
「つがる市立図書館について」
　　６月27日、岡山県笠岡市議会 
　　　　　　（新政みらい、４人）
「つがる市立図書館の運営について」
　　７月９日、富山県砺波市議会　
 　　　　　　（無会派、２人）

　視察では、事業実施に至った経緯や課題など担当者が説明し、活発な意見交換が行わ
れました。
　特に市立図書館は商業施設内にあり、買い物ついでに立ち寄れるほか、カフェと併設
していることが注目されて、県内外からたくさんの方が視察に訪れています。

行政視察受入　ようこそつがる市へ

認知症の理解を深めます

財布をなくした
おばあさんの事例を寸劇で再現

阿南市議会の皆さん
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　6月17日、所管事務調査として現在工事中の旧木造町公民
館講堂移築復元工事現場の進捗状況調査し、その後、鰺ヶ沢
町母子保健センターを視察した。
　現在、松の館に移築工事中の講堂は、工事用の屋根で覆い
柾
まさいたぶき

板葺の作業中であったが、まだ内装工事等を終えておらず、
それに着手されると創建当時の重厚さが、よみがえるのでは
ないかと思われる。工事の進捗率65％で令和2年の完成を目
指しており、文化施設として大いに活用されることを期待す
る。
　鰺ヶ沢町母子保健センターは、国が2020年度末までに全
国展開を目指している子育て世代包括支援センターの先進事
例として知られ、妊娠期から子育て期までノンストップの切
れ目のない支援を行っています。助産師が常駐し、専門的な
手厚いケアや相談を行っており、ママさんたちの心強い相談
の場となっている。おむつの支給や町が委託している母子支
援ヘルパーによる子供の一時預かりや産前産後の家事支援、
また、里帰り出産にも対応しているなどきめ細かい子育て支
援をしていると感心した。
　県内の市で事業計画がないのはつがる市のみのため、早急
に整備していただきたい。

　７月12日、アグリの里おいらせを視察。同施設は冬
でもいちご狩りのできる通年型・体験型の観光農園施設
で、平成18年本格稼働した。隣接する施設の温泉を活
用し、熱帯果樹や野菜などをハウス栽培して加工、販売
しているほか、農園レストランで提供している。足湯、
米粉パンや地元特産品を販売する物産館なども併設。ま
た、障害者の就労支援にも積極的に取り組み、車いすで
も収穫体験ができるような設計をするなど、高齢者や障
害者も利用しやすい施設となっている。これらのことが
評価されて、農林水産大臣賞などを受賞している。
　当初は栽培に難しいと言われた熱帯果樹であったが、
現在では無農薬栽培と品質の良さが評判を呼び、中でも
バナナの売れ行きが好調とのことであった。通年型の観
光農園施設は収益の向上のほか、雇用促進、交流人口の
増加などが期待されるため、当市においても参考にした
い事例であった。

11

料理実習などもできる
多目的スペース

バナナは一年で収穫でき、
葉っぱも売れている

常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、視察を行いました。
その概要をお知らせいたします。

教育民生常任委員会

経済建設常任委員会

視察先：西津軽郡鰺ヶ沢町

視察先：上北郡おいらせ町

担当者からの説明

 外構の様子

挨拶をする野呂司委員長



第62号－つがる市議会だより

　上記を踏まえ、地域交通会議を設置。アンケート調査、乗降調査、住民説明会、各校PTA説明会
を開催しながら「町地域公共交通網形成計画」を策定し、平成29年4月より「あじバス」運行開始

12

地域コミュニティバス「あじバス」について
　これまで広域路線バスとして運行していた南広森線、鶴田線、下繁田線、再賀線が、平成30年9月30
日の運行を最後に廃止となった。市では廃止された４路線を通学、通院等のため利用していた方々の交通
手段確保のため、平成30年10月より地域内交通として、廃止された路線の同じ経路を通って別路線に接
続するバス運行をしている。また、当該運行を実証運行として、本年10月から新たな交通手段の導入に
向けて準備を進めているため、地域コミュニティバスの運行を先駆けて実施している鰺ヶ沢町の状況を視
察した。
【あじバス運行に至った経緯】
①逼

ひっぱく
迫した町の財政

　・路線バス維持に係る負担金の増加　　
　　（補助金額　平成24年　約2,300万円　→　平成28年　約3,000万円）
　・バス料金の制度改正に伴うスクールバス経費の高騰
　　（平成28年　約9,900万円　→　平成29年　約1億7,000万円）
②住民の声
　・路線バスと朝夕同じ時間帯で同じ経路をスクールバスが運行するのは無駄ではないか。
　・ 路線外地域（交通空白地）の住民は、日々の移動手段に困っている。この地域にもスクールバスは運

行されているので乗車できないものか。

【あじバスの概要】
定義・・・・・・・路線バスとスクールバスを統一した乗り合いバス
路線・車両数・・・13路線、中型車両13台＋10人乗小型ワゴン車両3台
対象者・・・・・・町民及び来町された方だれでも乗車可能
運賃・・・・・・・１乗車につき100円（中学生以下は無料）　
　　　　　　　　　7月16日より免許返納者は生涯無料
バス停・・・・・・118箇所
時刻表・・・・・・ 児童生徒の登下校時間を軸に、広域路線バス時刻と

重複しないように設定
　　　　　　   　　 学校行事等で変更が生じることから、毎月変更した

時刻表を毎戸配布
【効果】
・町の経費削減　　　　　・町民の負担減　
・広域路線バスとのすみ分けにより、町民の移動手段が拡大
　平成29年　22,000人→　平成30年　27,000人　（参考：以前の路線バス利用者　年19,000人）
・児童生徒が休日無料で乗車できるため行動範囲が広がり、親の送迎負担が軽減された
【課題】　
・JRとの接続がない　　　・中心市街地の移動手段が不十分　　
・時刻表が見づらい　　　・車両の老朽化　
・運転手（労働力）不足が予想される
【今後の取り組み】
・駅構内に簡易窓口設置　・町内４箇所に意見箱設置
・中心市街地を巡回するバス運行を7月中旬より実証運行

　以上、今後も広く意見を聞きながら運行していくとのこと。
　本市と比較してみると、山間部から市街地を往復する経路や集落の位置、財政状況など異なるが、実施
までの過程の説明を受け、大変参考になった。
　今回の視察内容を検証しながら、議会の立場で意見を述べていきたい。

常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、視察を行いました。
その概要をお知らせいたします。

総務常任委員会 視察先：西津軽郡鰺ヶ沢町　7月10日

鰺ヶ沢町役場にて

説明する担当職員
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　６月７日、弘前大学大学院教育学研究科の大学院生らが一般質問を傍聴し
ました。授業の一環として実施されたもので、大学院生は実際の議会答弁を
初めて間近で見て、課題解決に向けた市の取り組みのほか、議員側も教育へ
の関心が高いことが分かり大変勉強になったなど感想が寄せられました。
　議会は手続き不要で、どなたでも傍聴できます。定例会日程については、ホームページをご
覧いただくか、議会事務局にお問い合わせください。　

議会を傍聴しませんか

5月

14日 青森県鉄道整備促進期成会総会（青森市）
15日 十三湖土地改良事業促進協議会総会（中泊町）
17日 国道101号津軽バイパス整備促進期成同盟会監査
28日 議会運営委員会
29日 青森県市議会議長会定期総会（弘前市）

6月

3日 令和元年第１回つがる市議会定例会開会
6、7日 定例会一般質問
10日 青森県選出国会議員懇談会（東京都）
　11日 全国市議会議長会定期総会（東京都）
12日 全国市議会議員共済会代議員会（東京都）

13、14日 予算特別委員会

17日 経済建設常任委員会、総務常任委員会
教育民生常任委員会および同委員会行政視察（鰺ヶ沢町）

19日 令和元年第１回つがる市議会定例会閉会
28日 国道101号線期成同盟会総会（五所川原市）

7月

6日 東京事務所行政視察（東京都）
10日 総務常任委員会行政視察（鰺ヶ沢町）
12日 経済建設常任委員会行政視察（おいらせ町）
19日 市議会だより編集委員会

これまでの議会の活動の一部を紹介します 

　本会議などの様
子をインターネット
で中継(ライブ中継、
録画中継)していま
す。

次回定例会予定

９ 月
　詳しくはホーム
ページをご覧いた
だくか議会事務局
にお問い合わせく
ださい。

議会は手続き不要でどなたでも
傍聴できます

議会中継を
ご覧いただけます。

●●●気になるワード●●●

「ふるさと納税制度 」
①　寄附先を選択することによって、納税者の税に対する意識を高める
②　生まれ故郷や応援したい地域を支援
③�　寄附先として選んでもらうための努力を自治体に促し、地域のあり方をあらためて考え
るきっかけをつくる

※ 控除額は収入や家族構成等に応じて一定の上限があります。
税の影響については税務課へお問い合わせください。

　　ふるさと納税の詐欺サイトには十分ご注意ください。　

　全国各地のみなさんから頂いた寄附は19,895,000円となり
（平成30年度実績）、これらは子育て支援、農業振興、文化財
等保護などに役立てられています。　
　つがる市を応援したいと思ってもらえるように、そして、ふ
るさと納税をきっかけにつながった縁を大切にして、つがる市
の魅力を発信していきたいものです。

6月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて解説します

目的

寄附額 － ＝2,000円 所得税や住民税の
控除額
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　近年、少子・高齢化が進んだことにより、人
口が減少しているなかで、地方から東京へ人口
が流出する「一極集中」が続いている。
　一方、地方の農業は後継者不足が深刻化して
おり、市ではこれらの問題に対応すべく、平成
３１年４月、東京都新宿区神楽坂に東京事務所
を開設した。さらに７月７日には、当市の特産
品でブランド農産物となっているメロンをＰＲ
するため、東京事務所内にアンテナショップ「果
房メロンとロマン」をオープンするとのことか
ら、オープンの前日（７月６日）に議員全員で
視察を行った。
　この施設は１階がメロンとその加工品を販売
するショップ、２階はこれらの商品がイートイ
ンできるカフェ（約20席）のスペースとなっ
ており、３階は事務所として職員が常駐し、つ
がる市をＰＲするため、情報の発信と収集を
行っている。
　東京事務所では、つがる市へ移住を希望する
者や企業を誘致することが主な業務となり、ア

ンテナショッ
プはメロンに
特化した、他
に例のない専
門工房でサン
ド イ ッ チ や
かき氷、ドリ
ンク類などを
提供する。
　この施設が、
情報発信の拠
点となってつ
がる市および
メロンが全国
に広く発信さ
れ、知名度アッ
プにつながる
ことを期待す
る。

行政視察報告 つがる市東京事務所を視察

東京事務所外観

概要の説明を聞く

１階店内の様子


